
データ管理システム
Re-Design of Data Management

データ管理の真の敵は「めんどくさい」
数え切れない程のデータを扱う日常という現実。

情報化社会といわれる現代、⽂章をは
じめ、画像、⾳楽、映像など多種多様な
ものが電⼦データとして扱われている。
データはもはや「財産」だ。しかし、そ
のデータはきちんと管理されているだろ
うか？「あの時バックアップを取ってお
けば…」という経験をした⼈は少なくな
いだろう。それが直視すべき現状だ。
データ管理の技術⾃体はバックアップ、
バージョン管理、暗号化などすでに確⽴
している。しかし、それが「めんどくさ
い」ために実⾏されなければ意味がない。

本プロジェクトでは、⼈間の怠惰と⽚
付けられがちなこの問題に真正⾯から取
り組んだ。
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意識せずに、自然な形。
仮想ドライブ＋シェル拡張

データ管理フレームワーク
カーネルにもぐる。OSをこえる。

利用者は「普通」に仮想ドライブを使うだけ。

データ管理を意識しなくてよい。
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代表的なデータ管理技術

バックアップ： 装置故障等に対処する

バージョン管理：データを過去の状態に戻せる

暗号化：情報を論理的に読み取れなくする

※ FUSE(File system in User space)はオープンソースのLinux⽤ファイルシ
ステム作成⽤ライブラリ。DokanのLinux版と考えてよい。

仮想ドライブによる
データ管理を実現するた
め、カーネル空間で動作
する仮想ファイルシステ
ムドライバ（Dokan）と
その上のユーザ空間で動
作するデータ管理システ
ム（Decas）を開発した。
Dokanにより独⾃のファ
イルシステムが定義でき、
Decasはデータ管理機能を持つ複数のモジュールを組み合わせて⼀つ
のファイルシステムを構築している。Decasとそのモジュールは
FUSE※を利⽤することで、Windowsに限らずLinuxでも動作するこ
とが可能になっている。DokanとDecasにより本システムはデータ管
理システムであると同時に優れた開発フレームワークにもなっている。

本システムでは仮想ドラ
イブ上での利⽤者のファイ
ルやディレクトリへの操作
（保存や削除など）をフッ
クし、⾃動的に⼀連のデー
タ管理処理を⾏う。利⽤者
は特別な操作はもちろん、
意識すらする必要がなく、
「めんどくさい」問題を解
決している。

また、「元に戻す」など
の明⽰的な操作はシェル拡
張で実現することで⾃然な
形で利⽤者はデータ管理の
恩恵を享受できる。http://decas-dev.net
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